
18．電磁放射

　地震発生前に電磁放射が観測されたという報告をはじめて行ったのはソビエト連邦のグループ

であった（例えば，Gokhberg6∫α1．，1980）。その後，日本においてもソビエト連邦のグループと

の共同研究が行われ，81．O　kHzのLF帯波を用いた観測でいくつかの地震の際に前兆的な電磁放

射があったことを報告している（Gokhberg6地1．，1982；芳野ほか，1984）。また尾池・小川（1982）

はVLF帯，LF帯，MF帯及びHF帯の電波の強さを測定し定常的塗電波の強くないいくつかの

周波数での観測を行っている。このうち163kHzの観測の結果，震源の深さが70km以浅，M6．0

あるいは最大震度が4より大きくM5．5以上の地震にっいて電磁放射との関係を調べ，内陸の地

震と震源の深さ30km以浅で浅い海域の地震では地震前後に雑音の数がふえると報告している

（Oike　and　Ogawa，1986）。その結果を図18－1に示す。

　山田・増田（1984）は室内での岩石破壊実験を行い，AEセンサーでとらえた微小破壊のうち

40～60％の割合で電磁波を観測しその始まりが微小地震の発震時と良く一致すること，破壊に

伴って数100kHzから数MHzの帯域の電磁波が放射されることを確かめている。しかし，震源
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図18－1 1983年7月6日から1985年6月10日までの期間で，深さが70kmより浅く，Mが6以上ある

いはMが5．5以上で最大震度が4以上の地震のうち，●は電磁放射を伴ったもの，◎は不確かな

もの，Oは伴わなかったものを示す。Oike　and　Ogawa（1986）による。
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域で発生した高周波の電磁波が地上に到達するメカニズムについては明確に解明されていない。

　評価はcoseismicな変化があるか，ない場合に合理的な理由が示されているか，前兆的変化が地

震発生前にはっきりと認識できるか，通常時と比較して異常であると容易に認識できるか，異常

な変化と地震との対応が明確であるかを基準としている。前兆現象として報告されたものは

coseismicな変化を伴うものがほとんどであり，長期問にわたる観測に基づく異常な変化と地震

との対応を調査した例もある。さらに，伝播のメカニズムの解明と電磁波発生の定量的な議論が

行われることによって高い評価が得られると考えられる。　　・　　　　　　　　（高山寛美）
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